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【目的】小学生のカルシウム摂取の実態を把握し、平日と休日のカルシウム摂取量に寄与する
食品を検討する。
【方法】2013 年に新潟県内 3 小学校の小学 5 年生全数 346 人を対象とし、平日 2 日間と休日 2







平日では乳類が 51.8% を占め、さらにそのうちの 31.7% を給食の牛乳が占めた。休日のカルシ













































〜 450mg（6-14 歳）となっており 6)、食事摂
取基準の 1 日のカルシウム推定平均必要量 500























　本研究は、平成 25 年度に新潟県内の 3 小学





















　調査は、2013 年 10 月から 11 月の平日 2 日



















































体重の中央値は男子 35.5kg、女子 33.7kg で
あった。学校保健統計調査方式による肥満区分
では、男女合計で肥満度 -20% 以下の者が 12
人（4.5%）、-20% 〜 +20% 未満の者が 230 人






平日で 205 人（77.1%）、休日で 67 人（25.2%）
であった。1 日のカルシウム摂取量が推定平均





　表 2 に平日休日別の 1 日のカルシウム摂取量
および食品群別カルシウム摂取量を示した。男
女全体の 1 日のカルシウム摂取量の中央値は、
平日 698mg、休日 466mg であった。さらに男
女別では、男子の 1 日のカルシウム摂取量は平


































































満区分は、-20% 以下の者は 3.4%、-20% 〜
+20% 未満の者は 89.7%、+20% 以上の者が 7.0%
であった 2)。本研究の対象者は国民・健康栄
養調査報告に比べて、-20% 〜 +20% 未満の者
が 3 ポイント少なかった。また -20% 以下の者












子 463mg、女子 451mg であった 4)。また、カル
シウムの摂取量が推定平均必要量未満となる者
の割合は、平日 34%、休日 72% であった。そ
れに対し、本研究の結果では、一日のカルシウ
ム摂取量の中央値は、平日で男子 738mg、女子


































る 8)。また、学校給食用牛乳 1 本あたりの価格
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